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「反復すること」「続けること」 

教頭 菊池 貴洋 

 

大学を卒業した私は、伊方町立伊方小学校で１年間の育休代員を経て 、宇和島市立遊子小
学校に赴任しました。 遊子小学校は宇和島市街から車で 30 分ほどの半島部にある小学校で
す。私は小学校から数百メートルの距離にある教員住宅で一人暮らしをしながら、教員とし
ての生活をスタートさせました。受け持たせてもらったのは４年生 21人。未熟な私は失敗が
多かったのですが、子どもたちは私のつたない授業に一生懸命ついてきてくれたと思います。
あの頃は、授業後「あの説明ではわかりにくかっただろうな。」「あの場面はああしておけ
ばよかった。」など後悔の連続で、次の授業までに気持ちを奮い立たせるのに必死だったよ
うな気がします。中でも社会科の授業で忘れられない思い出があります。 

４年生の社会科の内容に、「自分たちの県の地理的概要を理解するとともに、47都道府県
の名称と位置を理解できるようにする。」というのが
あります。この事項をなんの工夫もなく授業した私
は、日本の白地図を児童に配布し、北海道から順に 47
都道府県を一気に書かせていきした。子どもたちはも
くもくと 47 都道府県を書いていましたが、とてもし
んどそうでした。残念ながら、定着は今ひとつでした。 

そして現在、４年生の社会科を受け持ち、47 都道府
県について学習しています。一気に学習するのではな
く、１時間の学習のうち、授業の始め５分を使って地
方ごとに学習を進めています。例えば１日目の５分は
北海道・東北地方を学習し、２日目の５分で北海道・
東北地方の復習をします。このように短い時間を継続
して行うことで効果的に学習することができます。 

学習を進める中で、工夫しながら取り組む子どもを
発見しました。２日目の学習で、右図のように１日目
に書いたところを折って、隠して書いていたのです。
「こうやって自分の記憶を試しながら書くのか。」と
思って感心させられました。 

このように地方ごとに学習を進めれば、全ての都道
府県を覚えられるかというとそうではありません。大
切なのは「反復」です。考える力や表現する力を養う
のはもちろん大事ですが、「反復」によって基礎をし
っかり身に付けることは必要不可欠です。 

子どもは時として「ぼくは覚えられない。」「私は
記憶力がよくない。」などということを発言しますが、
５回でダメなら 10 回やるべきだし、10 回でダメなら
20回反復すればいいのです。人によって記憶力に差があるのは事実です。漢字でもそうです
が、５回書いて覚える子がいれば、10回、20回と書いて覚える子もいるでしょう。大切なの
は自分がどのくらい反復すれば定着させられるか理解し、覚えるまで投げ出さずに取り組む
ことです。もちろん、そこには覚え方の工夫や励ましなどが必要ですが、それは教師であり
保護者の役割です。まずは子ども自身が簡単に投げ出さずに反復する強固な意志を持つこと
が重要です。こう考えると、子どもに「続ける」ことの大切さを日々、説いていくことは大
人の大切な使命だと言えます。我々は子どもを育てていく視点の一つに、「子どもをしっか
り鍛えているか。」ということがあることを忘れてはいけません。 
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ＡＬＴとなかよくなろう集会  

 

９月 11日に、本校初の試みとなるＡＬＴとの集会を行いました。八幡浜市のＡＬＴは４名おられ、

出身は、カナダ、イギリス、トリニダード・トバゴ、南アフリカです。それぞれの国の文化に関する

クイズを出題してもらったり、トリニダンスを踊ったりと大いに盛り上がりました。 

先日、保護者の方とお話をしたときに、「私が勤めている会社の社員は、最近外国人の方が増え

てきました。小学生の頃から、様々な国の人たちと交流をしたり、その国の文化に触れたりする事

は、これからの子どもたちにとってとても大切なことではないかと思います。」ということを話して

もらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ＡＬＴの先生たちとダンスをおどれてうれしかったです。もっとＡＬＴの先生たちと

なかよくしてみたいです。ＡＬＴの先生たちのことをしれてうれしかったです。 

（１年 井上 愛子）  

 ＡＬＴとなかよくなろうしゅう会がありました。さいしょはクイズをしました。３も

んまちがえたけど、あとはぜんぶせいかいだったので、うれしかったです。次はダンス

をおどりました。ケリー先生がおしえてくれました。上手におどれてうれしかったで

す。またこんな集会があったらいいなと思いました。    （２年 宮崎 紗空） 

 

ぼくが一番楽しかったことはダンスです。体をたくさんうごかしたからです。ＡＬＴ

の先生たちのことを知れてよかったです。ＡＬＴの先生たちと勉強できるときがもっと

楽しみになってきました。またこんな集会がしたいです。 （３年 西園寺 拓馬） 

 

初めて出会った先生もいたし、出会ったことがある先生もいました。授業をたくさん

いっしょにしてぼくの名前をおぼえてほしいです。心に残ったことが二つあります。一

つ目はクイズです。２回間違えてしまったけど、とても楽しかったです。二つ目はダン

スです。思った以上に動きが速かったので、つかれました。集会はとてももりあがりま

した。                         （４年 松野 陽向） 

  

今日はＡＬＴとなかよくなろう集会がありました。クイズはむずかしいのがたくさん

ありました。特にサメのハンバーガーを食べる文化がある国を選ぶのがむずかしくてま

ちがえました。ダンスをおどるのが 1番楽しかったです。練習ではゆっくりだったの

に、音楽が入るとよそう以上に速かったです。「アンコール」と言ったらもう一度して

くれたのでうれしかったです。他の国のいろいろな文化が学べて、よいき会になりまし

た。                          （５年 竹内 水稀） 

 

私が集会で楽しかったのは、先生と子どもみんなとでダンスをおどったことです。ダ

ンスは思っていたよりも長くてはげしかったですが、みんなで楽しみながらおどれまし

た。おどり終わってアンコールが始まり、もう一度おどったのもとてもよかったです。

クイズ大会では、いろいろな国の文化を知りつつ、先生と子どもみんなでもり上がるこ

とができました。                    （６年 田中 琴葉） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えひめのクロッキー展 

特 選 ４ 年 中野 来実 

入 選 ４ 年 松野 陽向 

入 選 ５ 年 阿部さやか 

入 選 ５ 年 西園寺あかね 

入 選 ５ 年 佐伯保志香 

入 選 ５ 年 竹内 水稀 

入 選 ６ 年 兵頭 和樹 

入 選 ６ 年 西村香菜子 

えひめスプリントトライアルミズノ 女子100ｍ ３位 ６ 年 宮本 萊来 

学  級 学級委員 学級委員 

１  年 二宮  蒼 鎌田 楓彩 

２  年 坂本 桜雅 鎌田 菜瑚 

３  年 中井 湊大 大川 弘美 

４  年 冨永 光昌 菊池 小春 

５  年 平井 斗雅 竹内 水稀 

６  年 中川 耀斗 小野莉依果 

２学期学級委員 

避難訓練 

喜須来っ子の活躍 

９月の参観日は、授業参観、避難訓練、引き渡し訓練と大変お世話になりました。今回は「地震

発生、その後、津波警報発令」という想定で訓練を行ないました。屋上への垂直避難後、校長先生

から、子どもたちに三つポイントについて確認がありました。 

① 地震発生後、安全な場所で自分の体を守る行動ができたか。 

② 静かに放送の指示を待つことができたか。 

③ 屋上に出て集合するまで、おしゃべりしないでできたか。 

本校では、１学期から「五つのシーン」という取組を行っています。「朝の放送時、朝の読書の

時、掃除の時、集会で体育館に集合する時、集団下校の隊形に集合する時」の五つの場面を全校

児童が黙って行うことができるように、教職員・児童が意識を統一して取り組んでいるところです。

これらは日々の活動をにぎやかに行う場面と、シーンと静かに行う場面とメリハリをつけながらやっ

ていくことを目指すとともに、非常変災時に避難活動等を黙って行うことができることを目指してい

ます。非常変災時に集中して放送を聞いたり、しゃべらずに避難をしたりすることは極めて重要で、

避難の安全性とスピードを左右する一因になります。普段の生活の中で取り組んでいる「五つのシ

ーン」がもしもの時に生きてくるのではないかと考えています。 


